
                           

令 和 ５ 年 ５ 月 １ ６ 日 

                                  中部地方整備局 紀勢国道事務所 

 

 

 

１．概  要：  

紀勢国道事務所が管理する国道４２号の一部区間では、大雨による災害の危険から道

路利用者を守るため、降り始めからの連続雨量が事前に設定した基準に達すると通行止

めを行う「事前雨量規制区間」を設けています。 

  今回、令和５年６月１日より下記区間の通行規制基準（雨量）を緩和することについ

てお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２． 配 布 先：  

三重県政記者クラブ、第二県政記者クラブ、松阪記者クラブ、尾鷲記者クラブ、 

熊野市政記者会 

 

３．問合せ先：国土交通省 中部地方整備局 紀勢国道事務所  

副所長（管理） 山田
や ま だ

 純弘
よしひろ

   TEL 0598-52-5366 

       管理第一課長  北川
きたがわ

 真一
しんいち

   TEL 0598-52-5366 

 

 

 

 

国道 42 号「降雨による事前通行規制区間」について 

～ 「規制基準」を一部緩和します ～ 

１．【通行規制基準緩和の内容】 

＜区  間＞ 国道 42 号（佐
さ

田坂
だ さ か

） 

      三重県熊野市飛鳥
あ す か

町
ちょう

小阪
こ さ か

 ～ 三重県熊野市大 泊 町
おおどまりちょう

寺
てら

道
みち

 

＜規制基準＞ 雨量規制 連続雨量 300mm ⇒ 連続雨量 320mm 

＜そ の 他＞ 詳細は別紙をご覧下さい。 

      

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○通行規制基準（雨量）緩和の経緯 

  当該区間は、通行車両の安全確保を目的として昭和 44 年度に事前通行規制区間（L=5.5km、

規制基準 連続雨量 300mm）に指定されました。 

  平成 8年度から防災対策事業に着手し、平成 29 年度に対策工事が完了しました。 

  対策工事完了後、２度の現規制基準（連続雨量 300mm）以上の連続雨量を経験し、道路

災害が発生しなかったことから、学識経験者の見解を踏まえ、交通の安全に支障が無いと

判断したものです。 

 

○基準緩和の効果 

  平成 13 年から令和 2年までの 20 年間の雨量による通行規制（連続雨量 300mm）は計８

回（2.5 年に１回）実施されているが、今回の基準緩和（連続雨量 320mm）の場合は５回（4

年に１回）にまで低減するため、熊野市飛鳥町及び周辺町村の孤立リスクが減少します。 

 

別紙 

事前雨量規制区間（荷坂） L=3.5km 

★通行規制基準 

 連続雨量 300mm 

 組み合わせ雨量 連続 250mm＋時間 60mm 

事前雨量規制区間（弓山） L=11.4km 

★通行規制基準 

 連続雨量 300mm  実効雨量 280mm 

【今回通行規制緩和（雨量）区間】 

事前通行規制区間（佐田坂） L=5.5km 

★通行規制基準 

 連続雨量 300mm ⇒ 320mm 

位 置 図 


